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研究分野 子どもの時間処理調整能力に関する研究  発達期作業療法に関する研究

学位 学士（作業療法学） / 修士 (リハビリテーション学)

学歴 2022年 埼玉県立大学大学院 保健医療福祉学研究科 博士前期課程 リハビリテーション学専修 修了

該当なし

氏名 田坂 翔太 部署 作業療法学科 職名 助教

著作の名称 単・共 ISBN 発行所、全ページ数 著者、編者名 発行等年月

経歴 2023年 埼玉県立大学保健医療福祉学部 作業療法学科 助教

所属学会（役職）日本作業療法士協会, 埼玉県作業療法士会, 日本感覚統合学会, 作業療法研究学会

１．研究業績

（１）著作(著書及びその他の著作物）

論文の名称 単・共 査読 著者、編者名 発表等年月IF対象誌 雑誌名、巻（号）、開始-終了ﾍﾟｰｼﾞ

（３）学会発表

学会発表の演題 単・共 学会名、開催都市 発表者（発表者は○印） 発表等年月

5-10歳児の時間処理能力評価ツール開発

の予備的検証

―日本の社会環境に最適化したKaTid-

Childの標準化―

共同
第59回日本作業療法学会,

高松市
◯田坂 翔太, 濱口 豊太 2025/11

脳卒中患者における注意バイアス測定の

信頼性: 表情×単語4種類の測定による比

較

共同
第59回日本作業療法学会,

高松市

◯滝澤 宏和, 小泉 浩平, 田坂 翔太, 濱口

豊太
2025/11

発表場所等 発表者（発表者は○印） 発表等年月

該当なし

（４）その他

２．競争的資金等の研究

競争的資金等の名称 研究名 研究代表者・研究分担者の別 研究期間

日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤

研究(C)

子どもの健やかな発達を見守るた

めの新しい時間評価ツールの開発
研究代表者 2024/4~2027/3

コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

日本学術振興会 科学研究費助成事業 基盤

研究(B)

消化器心身症者のQOL向上を目指

す包括的eHealthシステムの開発
研究分担者 2025/4~2030/3

３．教育業績

（１）講義

講義の名称 科目責任者

Cureus 17(12)

e99921

作業療法ジャーナル

60(1) 28-34

（２）論文

生成AIの作業療法への活用-臨床・教育・

研究支援の最前線 作業療法教育における

生成AIの活用-教育支援の最前線

共著 あり
押野 修司, 小池 祐士, 田坂 翔太,

久保田 富夫
2026/1

Reliability of the Japanese Version of

the Kit for Assessment of Time

Processing Ability (KaTid)-Child in

Typically Developing Children: A Pilot

Study

共著 あり

Shota Tasaka, Yuko Nishiura,

Misako Sano, Toyohiro

Hamaguchi

2025/12

名称 単・共

作業療法運動学 2

股関節，膝関節，足関節および足部の運動について，筋・靭帯・関節

の構造的特徴を踏まえて運動学的に講義した．また，作業療法士国家試

験の過去問題を取り上げ，正答に至るまでの思考過程を重視した演習

を取り入れることで，理解の定着と実践力の向上を図った．
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8 2025/4~7臨地総合実習（精神機能）
学外実習中の学生への施設中間訪問を行い, レジュメ内容と進捗を評

価・助言した.

2025/8/25-

9/12(うち15日)

学外実習中の学生への施設中間訪問を行い, 課題の進捗・内容を評価・

助言した.

臨地体験実習（高齢期・発達期） ◯
2026/2/16-3/6

(うち10日)

3年次必修単位修得者を対象に, 地域での作業療法を10日間見学・体験

する. 機能障害から活動・社会参加へと視野を広げた支援を学び, 専門

職の態度や自己課題を明確化することを目的とする. 教育方法の工夫と

して, 今年度より施設の役割や地域特性を自律的に調査する事前課題を

導入し, 実習への準備性を向上させた. また到達目標 (SBO) 評価を従来

の3段階から4段階へ変更し, 指導者と学生の間で習得状況の共有を精緻

化した.

臨地総合実習（身体機能） 2025/4~7
学外実習中の学生への施設中間訪問を行い, 課題の進捗・内容を評価・

助言した.

基礎作業学実習 〇 8

陶芸や七宝焼などの作業活動を体験し, 道具や手順の理解と基本技法の

習得ができるよう指導した. 作業日誌やレポートを通じて, 活動分析や

作業の意味, 心身への影響についての理解が深まるよう工夫した.

臨床作業療法技能実習 6

臨床場面を想定し, 深部腱反射の確認方法について指導した. 反射の見

方や注意点を実技で示しながら, 問題点の整理や結果の読み取り, 今後

の方針の検討につなげられるよう工夫した.

発達期作業療法学実習 8

保育所での見学や子ども・保護者への聞き取りを通して, 子どもの発達

や関わり方を実践的に学べるよう指導した. 観察やロールプレイを取り

入れ, 支援の伝え方や考え方が身につくよう工夫した. 外部講師による

講義も取り入れ, 臨床現場とのつながりを意識できるようにした.

発達期作業療法学特講 8

発達期領域における評価と臨床思考を深めることを目的に, 幼児への検

査実施や報告書作成を通じて, 作業療法士としての視点を養えるよう指

導した. 特に, 日本版ミラー幼児発達スクリーニング検査（JMAP）の体

験と報告書作成, 臨床映像の考察を通じて, 子どもへの支援に必要な判

断力を高められるよう工夫した.

臨地体験実習（精神機能）

発達期作業療法学演習 ◯ 15

子どもの発達と作業療法の基本的理解を深めることを目的に, 講義と演

習を組み合わせて指導した. 摂食・嚥下実技では, 食べる・飲み込む動

きの発達的な仕組みを体感的に学べるよう構成した. 感覚統合遊具実技

では, 遊具体験を通じて感覚の違いや遊びによる支援の考え方が理解で

きるよう工夫した.

母性看護学総論 1

子どもを対象とした作業療法の視点から, 脳性麻痺, 知的能力障害, 自閉

スペクトラム症, 注意欠如・多動症などの疾患特性を解説した. 保護者の

視点で考えるワークや事例提示を通じて, 子育てと障害理解を結びつけ,

支援のあり方を多角的に考えられるよう工夫した.

（２）演習

演習の名称 科目責任者 コマ数 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

ヒューマンケア論 1（2開講）

（３）実習

実習の名称 科目責任者
学外実習：期間

学内実習：コマ数
概要（教育内容・方法等において工夫した点）

子どもを対象とした作業療法をテーマに, 作業療法の定義や対象疾患,

支援の枠組み（本人支援・環境支援・発達支援・生活支援・遅滞モデ

ル・欠損モデル）について解説した. また, ICFの視点で支援を整理し,

臨床経験に基づく事例を用いて, 作業療法士の具体的なかかわりについ

て説明した.

地域作業療法学 2

児童発達支援や特別支援教育における作業療法士の役割と, 子どもや家

族を支える制度について解説した. 子どもの特性・環境・生活のバラン

スに注目し, 実践とつなげて学べるよう工夫した.
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全学的委員会及びセンター業務等 オープンカレッジ現場で使える3Dプリンタの活用法(学校教員向け) 2025/8

全学的委員会及びセンター業務等 共同実験管理部会 部員 2025/4-2026/3

全学的委員会及びセンター業務等 オープンカレッジ「知的障がい者サッカー体験会＆体力測定会」 2025/9

全学的委員会及びセンター業務等 オープンカレッジ現場で使える3Dプリンタの活用法(小中高生向け)
2025/7, 8

4回

2025/8/26-29

JDDnet VR体験型プログラム 講師  4回
日本発達障害

ネットワーク
発達障害-VR体験前後の基礎的知識（講師）

2025/6

2025/11

2025/12

発達領域を専門としている作業療法士の

ための研修会(セラピスト養成講座）

埼玉県作業療法

士会
発達障害児に対して評価と支援を実践（演習講師） 2025/11

現職者選択研修 発達障害領域の作業療法
埼玉県作業療法

士会
発達障害領域の基礎知識と作業療法の課題と展望（講師） 2025/8

今こそたべることを考える

～「いただきます」のむこうへ～

せらぴぃすきる

をびるだーず

自分の「食べること」の経験と作業療法士としての考察

（司会・演者）
2025/6

IPW実習

学生とのディスカッションを通じて, 支援内容を多角的に検討できるよ

う助言した. チーム形成や相互理解のプロセスを意識しながら学べるよ

う指導した.

卒業論文 2025.4-2026.3 主指導 1名 副指導 14名

（４）論文指導

対象 期間 主指導・副指導の別及び指導人数

（５）その他

名称 期間 概要（教育内容・方法等において工夫した点）

3年次生 担任業務 2025.4-2026.3 
3年次生全員と個別面談を実施し, 実習準備・科目履修に関する相談対

応および学習支援を行った.

こどもの育ちを支える～障害児通所支援

における作業療法の役割～

日本作業療法士

協会
チームアプローチ論（講師） 2026/2

４．社会貢献活動

（１）講演会、研修会、公開講座等の講師

講演会、研修会、公開講座等の名称 主催 講演、研修、公開講座等のテーマ 開催年月

リアル体験教室プレミア 埼玉県
リアル体験教室プレミア (小学生4～6年生対象）「3Dプリ

ンタを使ってみよう！！」講師 (作業療法説明部分)
2025/7

日本作業療法士協会 制度対策部 保健福祉課 （部員） 2014/6 -

埼玉県作業療法士会 子ども支援委員会 委員 2017/4 -

国、自治体、学術団体等の名称 委員等の名称 任期

該当なし

（３）ジャーナリズムでの発言

メディア等の名称 内容 年月

全学的委員会及びセンター業務等 オープンカレッジ現場で使える3Dプリンタの活用法(専門職向け) 2025/9

大学広報活動 高校訪問 進路ガイダンス 2025/12

地域貢献活動 美里町保健センター 発達支援教室および発達相談への従事 (作業療法士として) 2025/4-2026/3

５．学内運営

項目 内容 期間

地域貢献活動 千間台西町会 子ども会

（２）国、自治体、学術団体等における委員等

大学広報活動 オープンキャンパス学科取り組み紹介担当 2025/8

子ども会主催「なつやすみ3D教室」運営スタッフ 2025.7

地域貢献活動
知的障がい者サッカース

クールFC ALMA
知的障がい者サッカー体験会＆体力測定会2025 2025.9

（４）その他

項目 相手方等 内容 期間
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国際共同研究

スウェーデン・ウプサラ大学のGunnel Janeslätt博士 (PhD, KaTid開発者) と, 子どもの時間処理能力評価に関する国際共同研究を実

施中. 月1回のオンライン研究ミーティングを継続し, 現在, 共著による国際論文を執筆中.

該当なし

特許名 特許番号 登録年月

受賞名 主催 受賞年月

該当なし

６．受賞（研究、教育、社会貢献活動に関するもの）

７．特許の取得

８．特記事項

大学広報活動
高校生向け合同学園祭「DreaMeet」(イオンレイクタウン) における作業療

法学科ブースの運営
2026.2


